
品
川
区
は
昨
年
、
基
本
構
想
・
長

期
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
区

に
望
む
重
点
施
策
の
う
ち
区
民
要
望

の
ト
ッ
プ
が
高
齢
者
福
祉
で
28
・
８

％
、
次
い
で
防
災
対
策
28
・
０
％
。

さ
ら
に
、
保
健･

医
療･

健
康
25
・
７

％
、
環
境
問
題
23
・
３
％
、
子
育
て

支
援
17
・
３
％
、
学
校
教
育
11
・
３

％
、
低
所
得
者
福
祉
10
・
５
％
、
住

宅
８
・
４
％
な
ど
福
祉
や
教
育
、
環

境
、
住
宅
が
高
い
結
果
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
長
期
計
画
は
こ
う
し

た
要
望
に
は
応
え
ず
、｢

国
際
都
市

品
川｣

を
つ
く
る
と
区
内
各
所
で
の

大
規
模
開
発
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
ま

す(

上
表
参
照)

。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

再
開
発
は
６
・
３
％
、｢

国
際
化｣

も

２
・
１
％
し
か
な
い
の
に
再
開
発
を

優
先
す
る
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
へ
の

ご
意
見
や
ご
質
問
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

品
川
区
の
09
年
度
予
算
案
。
濱
野
区
長
は｢

第
４
次
長
期
基
本
計
画
を
実

行｣

す
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
期
計
画
は
巨
大
ビ
ル
づ
く
り

を
推
進
、
新
年
度
も
72
億
円
を
投
入
す
る
一
方
、
区
営
住
宅
は
供
給
し
な
い

な
ど
住
宅
や
福
祉
を
変
質
・
後
退
さ
せ
る
も
の
で
す(

ウ
ラ
面
へ)

。

住宅は建設しない!?
長期計画は福祉を変質･後退…
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週

刊

写真は目黒川周辺のビル群。大崎

･大井町･東品川など再開発にすで

に1000億円超の税金を使った。

それなのに区営住宅の供給はやめ

るとは…！？

区
営

長期計画の開発計画
●｢都市活性化拠点｣として

五反田、大崎、大井町、天王洲の開発促進

●｢地域生活拠点｣として

武蔵小山駅周辺、西五反田三丁目、品川シー

サイド駅周辺、目黒駅周辺の開発促進

●幹線道路として

都市計画道路補助２９号線･３１号線の促進

長期計画では福祉

は変質・後退だが、

大規模開発の方針

は明確だ。
納
得
で
き
な
い



法
律
相
談
は

２
月

27
日(

金)

Pm
６:

30
～

み
や
ざ
き
克
俊
事
務
所

無料弁護士

が対応

許せません！ 福祉の変質･後退

特養ホームの建設目標なし ケアホームは13ヶ所も建設…
特養老人ホームは現在500人も入所を待っています。しかし、区は利用料が月20万円

～25万円もするケアホームは13ヶ所に建設する方針なのに、長期計画には特養ホーム

をいつまでにいくつ建設するのか具体的な計画がありません。

それどころか、特養ホームを｢介護のセーフティネット｣にする考えです。つまり、

低所得の身寄りのないような方に限定するというもの。これでは年金

暮らしの多くの高齢者は特養ホームの対象から外され、かといってケ

アホームにも入れず、行き場を失いかねません。特養ホームを所得に

かかわらず誰でも入れる施設のままで増設することが必要です。

認可保育園は増設なし 問題多発の認証保育園だのみ
ここ数年300人ほどの子どもが保育園に申し込んでも入れない状態で

す。認可保育園の増設の願いは切実です。ところが、長期計画は保育

ワクの増を幼稚園への保育併設や認証保育園の誘致が柱です。区が自

ら保育園を建設する考えはありません。

しかし、認証保育園は保育料が月８万円ほどと高い。しかも、株式会社の認証保育

園が保育士が基準を満たしていないのに架空申請したり、補助金を目的外に流用、突

然廃園したなど問題が多発しました。安心して子どもを預けられるのでしょうか。

区営住宅つくらず､再開発の高級マンション建設は税金で応援
昨年12月の都営住宅募集の地元割当はわずか１戸。区営住宅、高齢

者住宅に入居できた方も年々減少しており、増設は緊急課題です。

ところが、長期計画は、区内に民間住宅の空き部屋が３万戸あるか

ら公営住宅は建設しないというのです。低所得者の住宅を建設しない

のは自治体の役割放棄です。部屋が余っているなら、なぜ再開発の高

級マンション建設は税金をつかって支援するのか。長期計画は｢住み続けられる品川｣

をスローガンにしていますが、低所得者は品川にいらないというのでしょうか。

２月２５日(水)より第

１回定例議会が始まりま

す。私(みやざき)の代表

質問は２５日の午後です。

質問内容は、①緊急対策の充実を、

②｢国際都市｣の大企業・ゼネコン開

発は見直しを、③福祉充実へ長期計

画はつくり直しを、④介護保険料値

下げと特養老人ホーム増設を、⑤障

害者自立支援法の廃止と区独自策の

充実を―です。この質問は品川区民

チャンネルで２回放送されます。

①３月３日(火)Pm６時から

②３月７日(土)Pm３時からです。

2月25日 みやざきが代表質問を行います




